
コージェネ導入事例

コ
ー
ジ
ェ
ネ
概
要

　

本
施
設
は
本
線
予
備
線
２
回
線
受
電
の
特

高
受
電
で
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
日
立
製
作
所

（Jenbacher

）
の
１
９
９
８
kW
を
２
台
導

入
し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運
転
は
基
本

的
に
平
日
の
日
中
に
２
台
が
定
格
運
転
し
て

お
り
、
電
力
需
要
の
約
１
／
３
を
コ
ー
ジ
ェ

ネ
で
賄
い
、
電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
貢
献

し
て
い
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
生
ま
れ
る
排
熱

の
う
ち
蒸
気
は
滅
菌
、
加
湿
、
研
究
用
途
で

使
わ
れ
る
ほ
か
、
熱
交
換
器
で
温
水
を
作
る
。

排
温
水
は
夏
期
の
冷
房
時
期
は
排
熱
利
用
型

吸
収
式
冷
温
水
機
（
以
下
、ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
）

に
送
ら
れ
、
冷
水
製
造
に
使
わ
れ
る
。
ジ
ェ

ネ
リ
ン
ク
は
排
熱
を
回
収
す
る
こ
と
で
定
格

運
転
時
の
デ
ー
タ
で
約
24
％
の
燃
料
（
都
市

ガ
ス
）
削
減
に
寄
与
し
て
い
る
。
冬
の
排
熱

利
用
は
暖
房
用
途
が
主
体
で
温
水
製
造
に
用

い
ら
れ
る
。
熱
需
要
が
年
間
を
通
し
て
あ
る

た
め
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
電
気
と
排
熱
を
合
わ

せ
て
高
効
率
な
運
転
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
。

熱
源
群
の
最
適
制
御

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
熱
源
は
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
他
に
タ
ー
ボ
冷
凍
機
（
１
５
９
０

RT
×
３
台
）、
空
冷
Ｈ
Ｐ
モ
ジ
ュ
ー
ル
チ

ラ
ー
（
２
０
０
kW
×
68
台
）、
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク
（
８
０
０
RT
×
２
台
）、
蒸
気
貫
流
ボ
イ

ラ
ー
（
３
ｔ
／
ｈ
×
６
台
）
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
熱
源
群
を
「
ヘ
リ
オ
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
ン

ス
（
注
）」
が
自
動
最
適
制
御
を
行
っ
て
い

る
。
気
象
デ
ー
タ
や
過
去
の
運
転
パ
タ
ー
ン

を
学
習
し
て
取
り
込
み
、
需
要
を
予
測
し
て

各
熱
源
機
の
運
転
パ
タ
ー
ン
を
30
分
毎
に
指

令
す
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
も
演
算
結
果
を
も
と

に
そ
の
日
の
運
転
時
間
が
決
め
ら
れ
る
。
同

シ
ス
テ
ム
で
は
熱
源
機
の
運
転
パ
タ
ー
ン
を
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
目
標
と
す
る
か
光
熱
費
削
減

を
目
標
と
す
る
か
で
変
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
向
に
沿
っ
た

熱
源
群
の
最
適
運
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
注
）東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

遠
隔
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
災
害
に
強
い
中
圧
導
管
か

ら
燃
料
（
都
市
ガ
ス
）
が
供
給
さ
れ
る
た
め
、

災
害
等
に
よ
る
停
電
時
に
お
い
て
も
、
自
立

運
転
さ
せ
る
こ
と
で
電
気
と
熱
の
供
給
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
非
常
用
発

電
機
兼
用
型
と
な
っ
て
お
り
、
防
災
負
荷
と

最
重
要
負
荷
へ
の
電
力
供
給
の
役
目
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
他
に
油
焚
き
の
非
常
用
発

電
機
が
２
台
あ
り
、
保
安
負
荷
へ
の
電
力
供

給
が
72
時
間
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
各
建
物

■ エネルギーフロー図

都市ガス

電力

熱交換器

A重油

中
外
L
S
P
横
浜
各
棟
へ
供
給ジェネリンク（800RTx2基）

貫流ボイラ（3t/hx6缶）

排温水

冷水

温水

蒸気

EC電源

地下タンク 非常用発電機 特高変電所
実質再エネ100％電源

ガスエンジン・コージェネ
（1998kWx2基）

電動ターボ
冷凍機

（1590RTx3基）

空冷HP
（200ｋWx68基）

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
棟
も
含
め
て
免
震

構
造
と
し
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
帰
宅
困
難
来
訪
者
の
受
け
入
れ
も

可
能
な
計
画
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
様
々

な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
を
と
る
こ
と
で
、
経
済
産
業

省
の
補
助
金
「
令
和
２
年
度 

社
会
経
済
活

動
の
維
持
に
資
す
る
天
然
ガ
ス
利
用
設
備
導

入
支
援
事
業
費
補
助
金
」
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
事
業
収
支
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

災
害
時
な
ど
、
い
つ
い
か
な
る
時
も
薬
の

安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
る
製
薬
会
社
に
お
い

て
、
創
薬
の
研
究
開
発
も
継
続
で
き
る
環
境

が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
一
端
を
陰
で
支
え
続
け
て
い
る
。

ガスエンジン・コージェネ（1,998kW×2台）

ジェネリンク（排熱利用型吸収式冷温水機）

13

　中外ライフサイエンスパーク横浜は、従来の国内創薬
研究拠点であった富士御殿場研究所及び鎌倉研究所を
統合する形で2023年4月に本格稼働した。緑を多く取り
入れ、地域社会との調和や環境との共存をコンセプトに
サスティナビリティと安全に配慮した研究施設となってお
り、CASBEE横浜認証制度のSランクや国際的な環境性
能評価制度であるLEED® GOLD認証も取得している。
約16万㎡の広大な敷地に建物が16棟配置されており、
エネルギーセンター棟から各棟にエネルギーを供給して
いる。蒸気や温水といった熱需要が年間を通してあるこ

コージェネ導入のポイント
ピークカットと排熱の有効活用
熱源群の自動最適制御システム
非常用発電機兼用コージェネによるBCP対策

1
2
3

SDGs

とから1,998kWの大型コージェネレーションを2台設置
し、さらに熱源群を遠隔自動制御で最適制御して効率的
な運用を行っている。その概要をここに紹介する。

創薬の持続可能な研究開発に貢献する
コージェネレーション

中外ライフサイエンスパーク横浜

■ 施設概要

所 在 地 西側：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町216番地
東側：神奈川県横浜市戸塚区上倉田町79番地1

建 物 概 要
（ 全 体 ）

敷地面積：158,600㎡（将来用地：31,770㎡）
延床面積：119,500㎡
棟数：全16棟（西側7棟、東側9棟）
階数：地上6階、地下1階（最大建物）
※エネルギーは西側7棟に供給

エ ネ ル ギ ー
セ ン タ ー 棟

階数：地上4階
構造：免震構造、S造、SRC造

竣 工 年 月 2022年10月

開 業 年 月 2023年4月（本格運用開始）

C h u g a i  L i f e  S c i e n c e  P a r k  Yo k o h a m a
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取材・文：秋山 真吾

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー 株式会社日立製作所（Jenbacher）

モ デ ル 名 JMS612GS-N.L

燃 料 種 別 都市ガス13A（中圧）

定格出力/台数 1,998kW×2台

温水取出温度 90℃

効 率 総合：83.8％／発電：43.7％／排熱回収：40.1％

排熱利用用途
蒸気：滅菌、加湿、研究用途、温水製造
排温水（ジャケット冷却水）：ジェネリンク用熱源、
暖房用温水

コージェネ
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